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別紙 

令和２年度第３回北部地域保健医療・地域医療構想協議会において 

委員から提出された質疑に対する回答及び意見について 

 

１ 令和元年度病床機能報告結果について 

 

【質疑】 

・ 病床機能報告提出率は高いが、未報告病院等も存在する。報告期限後勧奨し全ての病院等に

報告させているのか。また、毎年報告していない病院等はあるのか。その場合の対応はどのように

しているのか確認したい。（岸委員） 

 

・ 有床診療所の報告率が前年度を上回る 92.2％は素晴らしいことだと思います。感染症病床の稼

働率等、どのくらい稼働してどのくらい余裕があるのかを報告することは可能でしょうか。 

（加藤委員） 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意見】 

・ 資料１－４に於ける当院（社会医療法人熊谷総合病院）の病床稼働率は、建替工事で一部病床

が使用出来なかった事情であったことを申し添えます。（中村委員） 

  

【回答】 

・ 病床機能報告は、一般病床又は療養病床を有する医療機関に対して、医療法により報告

が義務付けられている制度です。病床機能報告を期限までに提出していない医療機関に対し

ては、本県より個別に提出を督促しています。 

 病床機能報告制度に対する理解が進み、報告率は年々上昇傾向にありますが、データ確定

時点までに報告がなかった医療機関は、未報告医療機関として公表することとしています。病

床機能報告結果の公表後に、追加で報告を行う医療機関もありますが、中には複数の過年度

分が未提出のままの医療機関もございます。 

 令和２年度報告分につきましては、報告対象期間が終了する前にも期限内報告をいただくよ

う通知を発出いたしました。 

 全ての対象医療機関に御報告いただくよう、引き続き取り組んでまいります。 

 

・ 新型コロナウイルス感染症患者の受入病床及び病床使用率については、埼玉県ホームペ

ージにおいて毎日更新をしております。 

  （県ホームページアドレス） https://www.pref.saitama.lg.jp/a0701/shingatacoronavirus.html 

 今後の協議会の中での報告につきましては、検討してまいります。 
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２ 埼玉県地域保健医療計画の見直しについて 

 

【質疑】 

                                                 

（小堀委員） 
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【回答】 

 

・ 現状の機能別病床数と将来の必要病床数の単純な比較のみをもって、充足しているか否

かを考えることはできないという御意見につきましては、委員の御指摘のとおりと考えておりま

す。一方で、地域医療構想の実現に向けた取組を進めていくに当たり、現状把握を行った上

で、将来不足が見込まれる医療機能について、目安となるデータをお示しする必要があること

から、毎年度資料１－２を作成し、病床機能報告結果と必要病床数とを比較しております。ま

た、機能別病床数の現状を定量的な基準により区分し、分析結果として毎年度協議会に御報

告しております。また、北部圏域の協議会におきましては、人口１０万人当たりの地域包括ケア

病床数や回復期リハビリテーション病床について、県内の他圏域との比較を行ったデータもお

示しいたしました。今後とも協議会の議論に資するデータ分析に努めてまいります。 

 その上で、データのみでは把握し得ない地域の実情について、協議会で意見交換を行ってい

ただき、北部圏域の実情に応じた議論を進めていただきたいと考えております。 

 

・ 新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた、医療機能の分化と連携を目的とする地域

医療構想の今後の考え方について、国においては「医療計画の見直し等に関する検討会」が

昨年１２月に『新型コロナウイルス感染症対応を踏まえた今後の医療提供体制の構築に向け

た考え方』の報告書(https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000711478.pdf)をとりまとめ

ました。 

 この中では、感染拡大時の短期的な医療需要への対応は、医療計画の中に「新興感染症等

の感染拡大時における医療」を追加し、これに基づいて行うことを前提とし、地域医療構想に

ついては、その基本的な枠組み（病床の必要量の推計・考え方）を維持する方向性が示されて

います。 

 今後は、地域医療構想の達成に向けた取組の推進を基本としながらも、新型コロナウイルス

感染症への対応も踏まえ、望ましい地域の医療提供体制のあり方について、本協議会におい

て協議を行っていただきたいと考えております。 

 

・ 本県では毎年度、本県が抱える課題を解決するため、国に対し「国の施策に対する提案・

要望」を行っております。この中において、重点政策に対する提案・要望の一つとして、医療体

制の充実を掲げ、医療保険制度の見直しや医療提供体制の整備に必要な財源の確保や制度

の改善を提案しております。 

 また、全国的な課題を解決するための提言については、全国知事会として国に対して提出す

るなどの取組も行っております。 
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・ 地域医療構想の実現に必要な病床を確保するため、2025 年を見据えた見直しとありますが、現

時点での見直しの概要や、スケジュール案は示せるのか確認したい。（岸委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【回答】 

・ 一般病床及び療養病床の基準病床数の見直しについては、地域保健医療計画全体の見

直しと同じスケジュールで検討を行ってまいります。見直しの概要について現時点でお示しで

きるものはありません。 
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３ 病床機能の転換について（医療法人上武病院） 

 

【質疑】 

・ 当該地域の介護医療院（Ⅰ）型慢性期 30 床増床となることですが、現状として上記の病床につ

いては地域として足りているのでしょうか？ 

 

当該地域の介護医療院（Ⅰ）型慢性期 30 床増床となることですが、現状として上記の 

 

 

 

 

 

 

 

病床については地域として足りているのでしょうか？ 

 

【意見】 

・ 非常に重要な役割だと思います。成功させて広まる事を期待します。（清水委員） 

 

・ これからますます高齢化が進み、自宅での世話など家族にとっても大変な事だと思います。 

そういった方達にとって貴院の介護医療院への転換はとても助かるのではと思います。 

（岩崎委員） 

 

４ 有床診療所開設に係る進捗状況について（（仮称）本庄脳神経・脊椎外科クリニック） 

 

【意見】 

・ すでに了承されているクリニックであり、建設予定地に苦慮されているのであれば、支援した 

方がよいと思います。（清水委員） 

 

以上 

【回答】 

 介護医療院は、平成３０年から法定化された比較的新しい施設類型であり、今回本庄市内に

設置されると、北部保健医療圏では初めての介護医療院となります。 

 本件は、既存の療養病床から介護医療院への転換になりますが、これについては、定員の

枠を設定せずに全て転換を認めるという県（福祉部）の方針が出されています。 

 介護医療院には、今後、急速な増加が見込まれる医療ニーズのある要介護高齢者の生活

を、医療と介護の両面で支える施設として、地域の中で重要な役割を担っていただくことが期

待されます。 

 


